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研究成果の概要（和文）： 消費者行動における選好逆転という現象について、従来から指摘されていた、時間
推移に伴う選好の変化、解釈レベルの相違による影響の他に、感覚刺激や身体的刺激による消費者選好の変化に
ついて実証的な研究を行い、それらの影響についての新しい知見を整理した。感覚刺激による選好変化の理論的
基盤として、処理流暢性と身体化認知に着目し、パッケージの重さ、製品画像の位置、背景色などによって選好
が変化するという現象を整理するとともに、そのメカニズムについて検討を行った。

研究成果の概要（英文）：　It has been pointed out in the past that the phenomenon of preference 
reversal can be explained by a natural change in consumer preferences as time passes, as a 
consequence of the discrepancy in the cnstrual levels, as well as a response to sensory and physical
 stimuli. We have conducted empirical research on this subject and compiled the new findings 
pertaining to these various effects. By focusing on processing fluency and embodied cognition as the
 theoretical underpinnings of changing consumer preferences due to sensory stimuli, we have compiled
 the instances of changes in preferences that were triggered by the weight of product packaging, the
 position of product imagery, the background color, etc., and examined the mechanism behind this 
phenomenon. These findings constitute a significant contribution to academic research that is 
related to preference reversal in consumer behavior and sensory marketing.
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  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
消費者行動における選好逆転という現象に関して、従来から検証されてきた時間的影響、解釈レベルの変化によ
る影響に加えて、感覚刺激の影響に焦点を当てて実証的な検討と整理を行った。これらの研究成果は、消費者行
動における選好逆転および感覚マーケティングに関連する学術研究に対して一定の貢献を果たすとともに、製品
パッケージの開発や広告、店頭マーケティングなどに関する実務的示唆を与えるものだと考えられる。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
消費者行動において選好逆転という現象が生じる要因は多様であるとともに、説明に用いら

れる理論も多岐にわたっている。特に、解釈レベル理論や二重過程理論など、近年大きな注目
を集めている理論を基盤とした研究が増えていることと、神経科学の領域における研究が蓄積
されてきたことを鑑みると、従来から実施されてきた研究にこれらの新しい潮流を加えた上で、
関連する諸理論の体系化と精緻化をはかることには大きな意義があると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、選好逆転という消費者行動に関する特定の現象に焦点を当てることによって、関
連する理論を学際的な視点で整理するとともに、そこから導出される研究仮説に基づく実証的
研究を行う。これらを通じて、消費者行動における選好逆転に関連する諸理論を関連付け、体
系化及び精緻化を行うことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
本研究は大きく３つのステップで構成されている。第１ステップでは、理論の体系化と精緻

化のために解決すべき問題点と研究仮説を導出した。第２ステップでは、抽出された研究仮説
を検証するための経験的研究を実施した。第３ステップでは、それまでに実施してきた既存研
究の整理と経験的研究の成果を踏まえて、選好逆転に関する理論の体系化と精緻化を行った。 
 

４．研究成果 
 消費者行動における選好逆転という現象について、従来から指摘されていた、時間推移に伴
う選好の変化、解釈レベルの相違による影響の他に、感覚刺激や身体的刺激による消費者選好
の変化について実証的な研究を行い、それらの影響についての新しい知見を整理した。感覚刺
激による選好変化の理論的基盤として、処理流暢性と身体化認知に着目し、パッケージの重さ、
製品画像の位置、背景色などによって選好が変化するという現象を整理するとともに、そのメ
カニズムについて検討を行った。これらの研究成果は、消費者行動における選好逆転や感覚マ
ーケティングに関連する学術研究に対して一定の貢献を果たすとともに、製品パッケージの開
発や広告、店頭マーケティングなどに関する実務的示唆を与えるものだと考えられる。 
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